
	 	 	 	  
 
    

 

バングラデシュは独立して間もなく半世紀。 

1 億 6 千万人の 9割はイスラム教徒ですが、穏健なムスリムの国として知られています。 

文化も宗教も大切にしている国。また、自然豊かで笑顔と活気に満ちあふれた国。母語を守るた

めに命を尽くした 2月 21 日が「国際母語の日」として UNESCO に認められた国。2006 年ノーベ

ル平和賞受賞者ムハマド・ユヌスの国。1平方キロ当たりの人口密度が世界で最も高い国の一

つ。中国に次いで世界第２位のアパレル生産大国。食事といえば数えきれない種類のカレー。 

まだまだあるバングラデシュの文化や生活・言語についてバングラデシュ人講師が語ります。 

（この講座は、日本語で実施されます。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和 1年 7月 11 日（木）10:00－12:00 

場 所：さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン 

（浦和駅東口 コムナーレ９階/パルコ上） 

参加費：無料 

定 員：50 名 

講 師：フォジラテゥン・ネサ（シウリ）氏 

バングラデシュの首都ダッカで育ち、現職は日本語教師。2009 年に初来日して国際交流基金の教

師研修を修了。2012 年～2015 年まで夫の日本語教育研究のため家族滞在。2018 年から家族で三

度目の来日。日本で生け花と日本語の勉強も継続中。2018 年度さいたま市外国人による日本語ス

ピーチ大会に出場し、さいたま観光国際協会賞を受賞。夫はダッカ大学教授。娘中２、息子小 3。 

 [お申し込み・問い合わせ]  

(公社)さいたま観光国際協会 国際交流センター ぷらっとサロン 

（浦和駅東口 コムナーレ９階/パルコ上） 
電話 048-887-1506  FAX048-887-1505  E-mail： iec@stib.jp 

申込用紙【ミニ講座 7 月 11 日開催】 

※お電話・メールでのお申込みも承っております。      満席になり次第締め切ります。

「穏健なムスリムの国 バングラデシュ」 

ミニ講座 
～文化と宗教、両方を大切にする国民～ 
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